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ステップアァプした自分になる

校長　長野　基

新年明けましておめでとうございます。平成29年（2017年）も穏やかな日差しに恵まれてスタ
ートしました。今年の干支は丁酉（ひのととり）です。十干十二支の組み合わせで、60年に一度巡

ってくる丁酉の年とは、『果実が完熟した状態』を表すそうで、つまり『仕事や挑戦してきたことへ

の結果や成果を勝ち取り果実を味わえる年』ということになるそうです。それぞれの立場で良い結

果が得られるこそを願うばかりです。

さて、学校は一年で一番短い3学期が始まりました。3年生は登校する日が50日しかありませ

ん。ちなみた1年生は55日、2年生は54日（※卒業式や行事の日程の関係で違います）です凸　2学期の授

業日数が82日だったことを考えると、1か月分も少ないのです。しかし、この50日という日数は

とても重く、大切な期間となります。

3年生は、9年間の義務教育のまとめであり、新しい進路（旅立ち）に向けての準備をします。

2年生は、福島中学校の顔となる最上級生として責任ある立場に立つ準備をします。

1年生は、中学校にも慣れ、自分の可能性を最も試せる飛躍の年を迎える準備をします。

それぞれの学年が、一段階上がったステージで自分をより大きくするための準備をする大切な50

日間となるのです。

そのために必要なことは何かというと、『探究心』です。人は生ま

れてから今日まで成長する過程で、「なぜ？」「どうして？」「これは

何？」「どうやるの？」という疑問をもち続けて生活してきました。

その一つ一つが理解できたとき、解明できたときの喜びは、誰でも

心に残っていることがあるでしょう。もしかしたらその喜び、感動

によって人生を決めてしまう人もいるかも知れません。

『探究心』があることで、“自分もやってみたい”、“知りたい”、“できるようになりたい”という

「やる気」が出てきたり、“こうすれば良いかも”とか“この方がすごい”という「独創性」が生ま

れてきたりします。さらに自分の生活や学習に対しても、“何をすべきが’という「課題発見力」や
“どうすれば良いが’という「課題解決力」も生まれます。自分が興味・関心をもつことで、いろ

いろなことを考え、判断して、解決できるようになります。「思考力」「判断力」「分析力」は、生き

る上でとても大切な力です。さらに他人に協力を求めたり、支援したりすることで「コミュニケー

ション能力」も培われます。

次のステージへの準備の学期、福中生一人一人が今の自分を一段階高めるために、“なぜ？”“ど

うすれば良い？”という気持ちをもち続けて生活することを期待しています。

保護者の皆様、お子様のステップアップに向けて、改めて子供の頃の“なぜ”“どうしで’を大切

にして、追究・解決できたときに褒めて認めることのご協力をお願いします。小さな『探究心』か

ら自尊感情を高め、大きな『成長』につなげたいと考えています。学校としても生徒一人一人のス

モールステップを大切にしていきます。福中生のよりよい成長のために、本年も学校・家庭・地域

の連携・協力をどうぞよろしくお願いします。



《1月の主な予定》

日 �曜 �予定 

10 �火 �始業式 

11 �水 �SC 

12 �木 �移動教室前検診（2） 

14 �土 �土曜公開授業、新入生保護者説明会 

16 �月 �生徒会朝礼、私立推薦出覿3） 

17 �火 �あいさつ運動 

18 �水 �SC，中学校教育研究会（部活動再聾 

校16：30～） 

19 �木 �移動教室前日指導（2） 

20 �金 �英語検定 

22 �日 �移動教室始（2）、新入生制服採寸会 

私立推薦試験（3） 

23 �月 �特別時間割、都立推薦出願（3） 

24 �火 �あいさつ運動、特別時間割 

移動教室終（2） 

25 �水 �2年生代休、特別時間割、SC 

私立一般出願（3） 

26 �木 �都立推薦選抜制 

27 �金 �都立推薦選抜（3）、校外学習く1）l 

救命講習（2）、特別時間割 

30 �月 �委員会　　　　　　　　、＼ 

31 �火 �あいさつ運動 

※（数字）は学年を示しています

＜インフルエンザの注意を＞

都内では、インフルエンザ定点医療機関からの

第51週（12月19日から12月25日まで）の患

者報告数が「流行注意報基準」を超え、インフル
エンザの流行が広がっています。

今後、大きな流行へと拡大する可能性があるた

め、インフルエンザの予防、拡大防止のために、

より一層注意を払っていただくことが重要です。

特に受験を控えた3年生、移動教室を控えた2年
生は要注意です。

対策のポイントは、

『こまめに、しっかりと手洗いをする』

『休養・栄養・水分補給を十分にとる』

Fマスクで咳エチケットを心がける』

F室内を適度に加湿する』

『定期的に室内を換気する』

等です。例年、学校では登校してすぐに（1時間

臼の授業から）体調不良を訴え、早退措置をとる

生徒が数名います。

感染症流行時には、ご家庭において登校時の健

康チェックをお願いいたします。

昭島市新春駅伝大会

8日（日）に恒例の「昭島市新春駅伝大会」が実施

されました。

本校からは男子9チーム、女子5チームが部活動単

位で参加しました。

その結果、男子バスケットボール部が中学生男子の

部で総合第4位に入賞しました。おめでとうございま
した。

第1走者　薬袋　　楽、第2走者　藤原　羽琉

第3走者　阿部　功貴、第3走者　前河原光陽

第5走者　荒木　大樹、第6走者　吉川　浩生

育己録：51分51秒

また、大会終了後には福島中学校地区連絡会の皆様、

そして本校m役員・委員の皆様に中神自治会館にて
「豚汁うどん」の炊き出しを行っていただきました。

寒い中、全力で走り抜いた生徒さん達、全力で仲間を

応援した生徒さん達への「あたたかいご褒美」になり

ました。ありがとうございました。

走路沿道では多くの地域の皆様、保護者の皆様に応

援をいただきました。ありがとうございました。

※　今回の駅伝大会では、本校生徒と保護者がそれ

ぞれの区分での出場がありました。本大会の趣旨

に合うすぼらしいことだと思います。


